
408 歯界展望　Vol. 126　No. 2　2015―8

　歯科衛生士養成校の修業年限が3年

以上に延長されたのは 2005 年であっ

たが，遡って 2001 年，いち早く 3年

制に移行した養成校があった．本書編

著者の佐藤陽子氏が教務主任を務める

宮城高等歯科衛生士学院である．

　来るべき時代の歯科衛生士養成カリ

キュラムの範を北米に求めたこの養成

校は，教育の柱に「歯科衛生ケアプロ

セス」を据えた．彼の地の歯科衛生士

は，業務に係る情報収集と診断，介入

計画の立案と実施，結果の評価という

一連の業務を自ら担う．この業務過程

を定式化したのが「歯科衛生ケアプロ

セス」である．本邦の歯科衛生士が歯

科医師の直接の指導の下に業を行うと

しても，専門職種として自立を遂げる

には一連の業務を自ら行う能力が欠か

せない．それゆえにこそ今日の歯科衛

生士教育で「歯科衛生過程」（この語

は「歯科衛生ケアプロセス」の異訳で

ある）が重きをなしているのだろう．

佐藤氏や，当時教務部長であった齋藤

淳氏の慧眼には，正直，驚きを禁じえ

ない．2007 年，両氏の編著で上梓さ

れた『歯科衛生ケアプロセス』は，ま

さに新時代の歯科衛生士教育の原典で

あった．

　そして 8年の歳月が流れ，歯科衛生

士に対する社会の要請は様変わりした．

　国が進める地域包括ケアシステム構

築の成否は，介護，医療，予防各領域

の専門職種の働きと連携とに係ってい

て，当然ながら歯科衛生士にも応分の

活躍が期待されている．この春の介護

保険改正で施設入所者の経口摂取を支

援する取り組みが多職種による食事観

察と会議に改まり，それらに歯科衛生

士等の職種が参加すれば加算が認めら

れることとなった．食事観察を通じた

食機能の評価や食形態の選択，食環境

の整備は，どの職種の専門とも言い難

い境界領域である．なればこそ多職種

が顔を突き合わせて相談するのであ

り，専門性に基づく発言ができないな

らば会議に参加しても意味がない．い

まや歯科衛生士たるもの，「歯科衛生

ケアプロセス」が定式化する専門的職

能を備えていて当然という時代である．

　一方，8年という歳月は，舶来物の

「歯科衛生ケアプロセス」が変容しつ

つ定着するのにも，十分な長さであっ

たようだ．かつての生硬な概念は，今

や日々の歯科衛生士業務を支える柔軟

ながら強靭な骨格へと変貌した．本書

を手にしてそのことを直下に感じたの

は，たとえば「ヒューマンニーズ概念

モデル」の項を読んだ折である．

　本書は，もはや学生向けの教科書で

はない．学生に優しい平易な記述なが

ら，一線で活躍する歯科衛生士の仕事

への覚悟を新たにさせるような，そん

な浸透力に満ちているのは，現場の感

覚が随所で活きているからだろう．

　佐藤氏は小柄な体いっぱいにエネル

ギーを満たして活躍する魅力的な女性

で，はじめこの本のイラストに登場す

る歯科衛生士にどこか似ていると思っ

たが，読了してこの本の印象が佐藤氏

の印象そのものだと思うようになった．

　良い本である．医院のスタッフ控室

に本書一冊を備えられることをお勧め

する．
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